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2013年4月13日(土)13:30-16・45於文学部新館第一講義室

「タイ・ル一語数量名詞句内の語順について」

富田愛佳(京都大学)

「閉鎖子音の音声的特徴ーアジア諸言語の音声分析より一J

清水克正(名古屋学院大学)

2013年 7月13日(土)13:30-16:45於文学部新館第一講義室

「宮古語池間方言の情報構造表示システム」

林 由華(日本学術振興会/大阪大学)

「数の一致をめぐる言語差をどう見るか ?J

定延利之(神戸大学)

2013年 12月14日(土)13:30-16:45於文学部新館第一講義室

「失われた i-語幹ーパーリ語pi!!hi-i背中」についてー」

AdamCatt (京都大学)

「ドム語の動調 id-“tosay"の多義と構文をめぐって」

千田俊太郎(京都大拳)
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タイ・ル一語教量名調句内の語順について

富田愛佳

タイ・ル一語は中国雲南省のほか、ミャンマー、タイ、ラオスなどに分

布する南西タイ諸語の一つである。本発表で対象としたのは雲南省西双版

納僚族自治州景洪市で話される方言である。発表では、数量名詞句の標準

的な語順について概観した後、語りのテクストに現れる非標準的な語順の

報告と、その語順が許容される要因の仮説を提示した。

タイ・ルー語の名詞句内では修飾部は被修飾部に後置される。修飾部に

は名詞句のほか、動詞句も標識なしに現れる。数量名詞句とは、名調を主

要部とし、修飾部に数詞を含むような句である。数調が名詞を修飾するに

は通常、類別調が必要であり、数調，名詞，類別詞の語順は数詞が 1か 2

以上かによって「名詞(N)類別詞(CI)数詞(Num)J(数調 1の場合)， fN Num 

CIJ (数調 2以上の場合)のようになる。類別詞の中には、同形で名調とし

て使用されるものがあり、類別調の出自は名詞と推察できる。また類別詞

は、自らが主要部となり指示調，動詞，関係節などに先行して名詞句を作

る用法も持つため、性質は名調的である。

名詞を修飾する際、類別調を介して数詞は名詞を後方から修飾する。し

かし一方で数詞が名詞を直接前方から修飾する例もある。先行研究でも、

人間名詞の場合にこのような語順が許されると指摘されているが、発表者

の調査では、時に一般事物の名調であっても fNumCI NJという非標準的

語順が許容されることがある。この語順は、数詞が lの場合には漢語とも

異なるため、単純な漢語の影響とも考えにくい。

非標準的語順が許容される要因として、同形で名詞としても使われる類

別調の存在が名詞句構造の解釈を不明確にさせることと、人間名詞に限定

的な fNumNJ という例外的語順の存在を考えている。数詞の直後の名調

が類別詞として再解釈され、数詞が名言司に前置される例外的な語順が一般

事物にまで拡張されたという仮説である。今後は多くの例を集め、仮説を

検討していく。

(とみた あいか)
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閉鎖子音の音声的特徴

ーアジア諸言語の音声分析より一

清水克正

閉鎖子音は、諸言語の音声の中で基本的な単位と考えられており、それらの音声的特徴

についての研究はかなり以前から行われている。一般に子音の分類は、調音点、調音法お

よび発声タイプ(有声性・無声性)を基準にして行われ、とれらに関する特徴は、フオル

マント・パターン、音響エネルギーの集中領域および隣接音への影響などに現れることが

知られている。このうち、発声タイプについては、アジア諸言語ではかなり異なっており、

本発表では韓国語、中国語(北京語)およびタイ語の特徴と共に、これらの母語話者が第

2、第3外国語として英語および日本語を学ぶ場合の特徴について考察した。

閉鎖子音の発声タイプについて、その弁別要因にはいくつかあるが、その中でよく取り

上げられる特徴は声帯振動の開始時間(voiceonset time， VO切である。 VOTは、閉鎖の解

放から声帯の振動開始までの時聞を示し、破裂を基準に 3つの主要領域に分けられている。

アジア諸言語の発声タイプは、その範曙数により 2~4つにグループ化され、 VOT を中心

に広く調べられている。調査の対象としている 3つの言語について、中国語は有気音・無

気音の二範鴫であり、韓国語は濃音、平音および激音、タイ語は有声、無声無気および無

声出気の三範鴫の言語である。これらの言語の語頭における VOT値を測定してみると、各

言語の発声タイプの範鴫はVOTにより弁別され、主要範稽が破裂前、破裂直後および破裂

後の時間尺度の上にあることが明らかになった。さらに、一般に調音点のVOT値への影響

について、奥よりになるに従って VOT値が増大することが知られているが、それぞれの言

語における両唇音と歯茎音の聞ではこうした現象は見られず、調音点の影響については、

これら二つは当てはまらないことが明らかになった。

次に、これらの言語を母語とする話者が英語、日本語を学ぶ場合に母語の範鳴が如何に

影響するかを検討した。これらの話者は、英語を第二外国語(L2)、日本語を第三外国語(L3)

として学んでおり、それぞれの言語の発声タイプは二範鴫である。韓国語話者は母語の平

音を英語lp/，日本語ゐ，t，kIの無声音に対応させているが、英語・日本語の有声音に対しての

対応関係は少なく、母語では見られない破裂前振動を一部で示した。また、中国語話者は、

母語の無気音・有気音をそれぞれ英語・日本語の有声音・無声音に対応させているが、日

本語の無声音に対しては母語より短縮化したVOT値でもって発音していた。さらに、タイ

語話者は母語の無声出気音を英語・日本語の無声音に、また母語の有声音を L2，L3の有声

音に対応させているが、母語に存在しない有声軟口蓋音Iglに対しては、母語の有声音とは

異なる破裂後振動で対応させていた。これらの考察より、L2、L3の発声タイプの学習には、

VOT値の近似性による同化移入が考えられるが、こうしたパターンにあてはまらないケー

スもあることが明らかになった。

こうした分析結果の考察に基づき、 VOT値は発声タイプの弁別に有意に関与し、また外

国語を L2，L3として学ぶ場合は、母国語と外国語の VOT値の近似性による同化移入が見ら

れるが、それ以外のパターンも存在すると言える。

(しみずかつまさ)
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宮古語池間方言の情報構造表示システム

林由華

池間方言を含む琉球諸語には全般的に、焦点標識と呼ばれる形態素があり、また日本

語同様、専ら主題標識とされる標識も持っている。池間方言の焦点標識は du、主題標

識に対応するのは a(ここでは非焦点標識と呼ぶ)であり、述語も含めた文中の様々な

要素に付く。さらに、池間方言には gyaaという専ら対格に後接して用いられる aとは

別の非焦点標識がある(他の宮古語諸方言における baに対応する)。このように、池聞

方言は、日本語と比べて情報構造に関連した形態素を多く持っているといえる。その一

方で、本発表では、述語部分についてはこの焦点標識 duや非焦点標識 aなどによる

マーキングのほか、動調の各活用形などの述語の形によっても、とりうる情報構造が変

わってくることを示した。(1)(2)はその例である(例文中の()内は任意要素、ゴシッ

ク体は焦点を表す)。

(1) kuma=n=na taa勺ra aril*ai 

ここ=与格=非焦点 回=非焦点 ある

「ここには田はある(聞のあるなしが問題となっている文脈で)J 

(2) a. kuma=n=na t鎚 .=nu(=du) ail匂ri

ここ=与格=非焦点 目=主格(=焦点) ある

「ここには聞がある」

b. kuma=n(=du) t紛=ya ail*ari 

ここ=与格(=焦点) 田=非焦点 ある

「ここに田はあるJ

(1) (2)に現れている述語動調の ariと aiについて、 ariが述語のみを焦点とする形式

であり、 aiが動詞述語が焦点に入れない(必ず非焦点となる)形式であるため、述語

以前の要素がすべて非焦点形である (1)においては aiが、述語以前に焦点がある (2)

においては ariが容認不可能な形となる。また、 (2)にも示されているように、 duは

焦点に付される標識ではあるが、焦点構造に常に必須の要素というわけではない。

本発表では、これらのことを基に、池間方言の情報構造の決定について、

-焦点よりむしろ、非焦点を明示的にマークしなければならないシステムをもっ

-助調付加だけでなく、述語のタイプが文の情報構造(表示)を決める大きな要因にな

っている

ということを主張した。

(はやしゆか)
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数の一致をめぐる言語差をどう見るか?

定延利之

いわゆる「数の一致」は，英語では守るべき正しい規則に見えるが(例"threestudent*(s))， 

その一方で，中国語では語句や文を不自然にしてしまう誤った規則に見える cr三箇学生(常

例)J)。また，日本語では，守っても守らなくてもいい規則に見える cr三人の学生(たち)J )。

このような各言語の文法の違いを理解し，さらに違いを超えた共通性を捉えようとする

時，持ち出されがちな考えが「機能的オーバーキノレとその軽減J(Durie 1995)である。こ

の考えに基づけば，英語・中国語・日本語の文法はいずれも. r言語表現の情報伝達機能を

確保するために，言語表現の不明確性をオーバーキノレしたい(過剰につぶしたい)。複数性

を伝達する場合，複数形はなるだけ多くの手段で表したいJrオーバーキルの過剰な負担を

軽減したい。余計な複数性表示は無くしたい」という 2つの相反する動機どうしのせめぎ

合いの結果として捉えられる。そして，各言語の文法の違いは，せめぎ合いの結果，優先

される動機の違いとして理解される。

このような文法の理解や把握は，確かにもっともらしく見える。しかし，こうした文法

の理解や把握は，常に有効と言えるのだろうか? 本発表は， r機能的オーバーキルとその

軽減」という考えに基づく文法の理解や把握が常に有効とはかぎらないということを示し，

この考えの現象説明カに留保を付けようとしたものである。

より具体的には，本発表は， r数の一致に関して英語と中国語は正反対の位置にある。英

語は数の一致を守らなければならない言語であり，中国語は数の一致を守ってはいけない

言語であるJという観察が実は誤りで，中国語も数の一致を守ることがあるということを

指摘した。さらに，中国語は数の一致を気まぐれに守ったり守らなかったりしているわけ

ではなく，日本語と同じように，当該のモノがアニマシーの階層上，高い位置にある場合

ほど，数の一致を守りやすいということを示した。そのために本発表では，言語類型論で

得られている知見 (Croft1990)に，日本語・中国語に関する筆者の観察を加え，これまで

考えられていた以上に豊かなアニマシーの階層を提案した。

数の一致を「言語表現の不明確性をオーバーキルしよう1という話し手の動機から直接

説明しようとする案に代わって，最終的に提案されたのは，数の一致を同格構造に由来す

るものとして説明する案である。この案は， r日本語や英語と違って，中国語では修飾一被

修飾構造は，同格構造とははっきり分かれているJという帰結を生む。

最後に示したのは，この帰結が， r日本語でも英語でも r3時間歩く j ことを r3時間歩

き続けるj と言え， r本を最後まで読む」ことを「本を最後まで読み終わるJと言えるが，

中国語では言えないJという別の現象の説明にも役立つということで.r3時間歩き続けるJ

「本を最後まで読み終わる」にも同格構造的な側面を認める分析案を提示した。

(さだのぶ としゆき)
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失われた i-語幹ーパーり語 pi_t_thι「背中Jについて一

アダム キャット(京都大学)

中期インド・アーリア語の一つであるパーリ語には pi.t.thふと pi.t.tha-という語があり、と

もに「背中Jという意味があるが、前者は ι語幹を示し、後者は a・語幹を示す。また、

「背中」を意味する同源語に関して、古代イラン語であるアヴェスタ語にもパーリ語と同

様の語幹のバリアントが現れる。同じ「背中」を意味するにも関わらず、なぜこの名調が

ι語幹とか語幹の両方を示すのかは明らかになっていない。

この問題について、発表者は名詞がふもしくかで終わる現象を印欧祖語までさかの

ぼる名詞派生パターンのーっと関係づけることで説明を試みる。印欧祖語では、 0・語幹

(インド・イラン語派では、 0・語幹はか語幹として現れる)は形容詞として機能する場

合が多く、それに対して i-語幹は抽象名詞を形成する。この派生関係は印欧祖語の段階で

生産的だったが、数百年の聞の言語変化を経て、多くの語派で次第に消えてしまったと考

えられている。 o・語幹の形容調からふ語幹の抽象名調を派生するプロセスが生産性を失

ったために、通常Eちらか一方の語幹しか姉妹言語に保持されていない。それにも関わら

ず、パーリ語とアヴェスタ語では、 「背中」を意味する語は両語幹を保持している。発表

者は両言語における二つの語幹の保持の背景に、二つの語幹の互いに異なる機能的・意味

的な役割の変化があったことを論じる。

(あだむきやっと)
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ドム語の動詞 id-“tosay"の多義と構文をめぐって

千田俊太郎

ドム語はパプア・ニューギニアのシンブー州、グミネ地直とシネシネ地匿にわたるドム

と呼ばれる一部地域に住む人々の使ふことばである。 ドム語の動調は小さな閉ぢた語類で

あり、動調の多くが贋い意味にわたって使はれる。このことがドム語のドム語的な特徴に

繋がってゐるやうに思はれる。本渡表では動調 idーを取り上げ、その基本義「言ふj及び

その他の特徴的な意味と、構文を紹介する。

語根 idは動詞、補助動調、軽動詞、不饗化調と、複数の品詞にわたる用法が見られる。

軽動詞の用法とはほ1id- r固いjのやうな複合述語の最終要素となる場合の用法であ

る。この例は述語的意味をもっ非動調 iglr固い」に id-r言ふ」が後績するもので、全韓

の意味は不嬰化の iglが決定し、 id-は動調の屈折を燐ふ役割分携が行なはれる。

id-は、非覗畳の知覚刺戟事象であることを示す任意のエヴィデ、ンシヤルの標識として

もはたらく。動調の連用形に後纏する補助動詞の用法である。例へば IImnanis-r匂ひが

する」に idーが後績した仰man日idーは話者が今現に匂ひを感じてゐる時に使ふ表現で、

この構文では非未来時稿しかとれないロ』伽mnis・「雨が降るJを伶amnis id- r雨が降

る(非視覚知覚)J といふ表現は雨を硯覚以外の手段で感知してゐる時に使はれる。ドム語

の知覚動調は股an-r見る」、 p̂l-r聞く、感じる」の二つのみであり、ドム語においては

「知畳Jが大きく視覚と非調畳の二つに分けて捉へられてゐるといへる。

引用標識としての=idはほとんどのタイプの引用簡に義務的に後綱し、 r"，，-，と考へるj

のやうな思考の引用もすることができるが、動調 id-r言ふJが引用節の直後にある場合、

引用標識は必要ではない。このことは動詞 id- r言ふ」が引用標識として文法化してきた

過程を示唆する。

動調印'- r言ふ」と密接に関聯する構文上の問題に、話法がある。直接話法と間接話法

の二つは英語の規範文法などでは締麗な封立として説明されるが、英語においても他の多

くの言語においても二分法は成立しない。 ドム語においては呼び掛け句の間接化などの輿

味深い現象が起こるほか、直示形式を中心とした話法に闘はる文法範晴の「直接・間接引

用性」特徴が複雑に絡まり合ってをり、その様相の記述には話法ノ号ラメータの共起閥係と

いふ観察占が有用であると考へる。

(ちだ しゅんたらう)
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「京都大学言語学研究J(33号)の原稿募集について

京都大学言語学研究 (33号)の原稿を募集します。投稿される方は次の執筆要項によりご提

出下さい。

執筆要項

1 提出原稿

・原稿種別は以下の通りとする。

一研究論文、研究ノート、書評論文、書評

・完全原稿を提出することロ

・印刷原稿、電子記録媒体 (FD，MO，CD-Rなど)、もしくは電子メールでの投稿を受

け付ける。別途用紙もしくは電子ファイルに以下の項目を記載して提出すること。

ー題目

一執筆者名ふりがな

ー原稿種別(研究論文、研究ノート、書評論文、書評)

一ページ数(要旨は含めない)

一所属機関

一連絡先(郵便番号、住所、電話・ FAX番号、 e-mailアドレス)

一原稿の分野を表すキーワード (3-5個)

一要旨を英語以外の言語で提出する場合は英文タイトノレ

・電子ファイルで提出する場合は、 PDF形式で提出すること。

・提出原稿に特殊なフォントが含まれている場合、当該フォントが埋め込まれている

PDFで提出することが望ましい。

• PDF以外のファイル形式で提出する場合は編集委員会までご相談下さい。

2.研究論文

・原稿枚数原則として、図表などを含めA4判用紙 30枚以内とする。これを超え

る原稿についても投稿を受け付けるが、採用された場合でも、掲載が次号以降にな

ることがある。

・文字のサイズ 日本語論文は明朝体 12ポイント (1行 37字程度)・ 1ページ 35行

程度、欧文論文は Times系 12ポイント・ 1ページ 35行程度(1.5スペース程度)

とする。

・原稿の余白設定等 各ページのマージンを上下左右:30、35、30、30mmとる。印

刷原稿で提出する場合、ページ番号は印字せず、右下隅に鉛筆で記入する。

・タイトルと氏名 1ページ目のはじめにタイトルと氏名(中央揃え)を入れること。

タイトルは 14ポイント太字とする。なお、タイトルの上部には 2行分の余白を設

け、タイトルと氏名の聞に 1行分、氏名と本文はじまりとの聞に 2行分の余白を設

ける。匿名査読制のため、本文中に執筆者の氏名は入れないこと。また、本人が特

定できるような表現はできるだけ避けること。

qa 

田

h
d・-

A



-注について 注は通し番号をつけ、各ページの末尾におく。文字サイズは 10から

IIポイントとすることが望ましい。

・要旨 A4判用紙 1枚の要旨を付ける。要旨は本文と異なる言語で書くのが望まし

い。原稿のスタイノレやタイトルと氏名の体裁については上記に準ずる。要旨文のは

じまりの左上部に「要旨Jr Abs甘actJ等と太字で表記し、要旨文のはじまりとの聞

に 1行分の余白を設けること。

・採否編集委員会で決定し、原稿受付より二ヶ月以内に採吾を連絡する。

・原稿締切日 原稿は随時受け付ける。ただし受領日によっては、次号以降への掲載

となることがある。

3研究ノート

原稿枚数は A4判用紙 20枚以内とする。体裁、採否、原稿締切日等は研究論文に準ずる。

4 書評論文

他者の出版物に対する批判的な考察で、独自の提言を含む論文。原稿枚数は A4判用紙

20枚以内とする。体裁、採否、原稿締切日等は研究論文に準ずる。

5.書評

原稿枚数はA4判用紙 15枚以内をする。体裁、採否、原稿締切日等は研究論文に準ずる。

(ただし要旨は不要。)

6.連絡先

投稿は下記住所にて受け付けます。

7.その他

〒606-8501 京都市左京区吉田本町

京都大学大学院文学研究科言語学研究室

電話IFax: (075) 753羽 27

電子メール:ku1r.ediωr@gmail.ωm  

(編集委員会のメールアドレスが変わりましたので、ご注意下さい。)

・原稿及び電子記録媒体は原則として返却いたしません。

. r8.TEXで執筆する場合は、上記の書式に合わせたスタイルファイルを用意していま

すので、編集委員まで御連絡下さい。

・執筆者には、掲載号 1部と掲載論文の電子ファイルを進呈いたします。抜刷を希望

する方には実費にて作成いたします。

・第 33号は、 2014年 12月発行を予定しています。

・京都大学言語学研究室は、掲載原稿を電子的な手段で公開・配布する権利を有する

ものとします0

・同一筆頭著者による複数の投稿は、以下の場合を除いて認められません。

複数投稿が可能な組み合わせ:

{研究論文・研究ノート・書評論文}のいずれか 1本と書評 1本

-154一


	img-225130504_ページ_01
	img-225130504_ページ_02
	img-225130504_ページ_03
	img-225130504_ページ_04
	img-225130504_ページ_05
	img-225130504_ページ_06
	img-225130504_ページ_07
	img-225130504_ページ_08
	img-225130504_ページ_09
	img-225130504_ページ_10

